
従来の点検業務は、保守者が現地に行き、設備 1 つ 1 つの安全性を目視で判定しており、膨大な時間と労

力を要していました。さらに、有スキル保守者の減耗に伴い、少人数の保守者で業務を実施していく必要

があります。そのため点検業務は、効率的・定量的な判定による高精度化が求められています。 

構造劣化判定システムは、MMS 技術により取得した 3D 点群データから電柱を抽出し、不安全の指標とな

る電柱のたわみ・傾きを高精度かつ効率的に自動計測します。不安全な電柱のみを絞り込んで対応する事

が可能となるため、電柱点検稼働の大幅な削減を可能としました。 

図 1 従来の点検と構造劣化判定システムの比較 

電柱だけでなく、ケーブル、支線、支柱の 3D モデルを抽出し、3D モデルデータからケーブル地上高・弛

度等の設備状態を自動算出し、設備状態の定量評価を可能としました。 

図 2 ケーブル・支線・支柱の 3D モデル化 
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